
2023 年度
聖徳学園中学校 適性検査（２科型）

適性検査Ⅰ・Ⅱ 解答例と解説

　この解答例と解説はあくまでも採点の一例を示したものです。
　本校にお問い合わせいただきましても、個別の採点内容等につきましては、
お答えできません。あらかじめご了承ください。
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科
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〉
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答
例
／
解
説 

１ 

詩 

出
典
は
、
高
田
敏
子
「
し
あ
わ
せ
」
に
よ
る
。「
坊
や
」「
子
ど
も
」「
娘
」
と
い

っ
た
〈
こ
ど
も
〉
と
「
お
と
な
」
を
対
比
し
な
が
ら
、
両
者
に
と
っ
て
の
「
し
あ

わ
せ
」
と
は
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
作
者
の
感
想
を
込
め
た
、
現
代
の
口
語
自

由
詩
で
あ
る
。
各
句
の
末
尾
を
「
し
あ
わ
せ
」
と
い
う
同
一
の
言
葉
で
締
め
く
く

る〈
反
復
法（
結
句
反
復
）〉と
い
う
修
辞
技
法
を
用
い
る
こ
と
で
、「
し
あ
わ
せ
」

と
い
う
語
の
印
象
を
強
め
て
い
る
。同
じ「
し
あ
わ
せ
」で
あ
っ
て
も
、〈
こ
ど
も
〉

に
と
っ
て
の
「
し
あ
わ
せ
」
は
大
人
に
な
る
と
つ
い
「
忘
れ
が
ち
」
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
つ
つ
、
実
は
そ
う
し
た
「
小
さ
な
し
あ
わ
せ
」
に
よ
っ
て
癒
や
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
思
い
出
す
よ
う
読
者
に
呼
び
か
け
て
い
る
点
で
、
大
人
向
け
の
詩
で

も
あ
る
が
、
全
体
的
に
や
さ
し
い
言
葉
づ
か
い
で
書
か
れ
て
い
る
。 

２ 

文
章 

出
典
は
、重
松
清『
日
曜
日
の
夕
刊
』所
収「
さ
か
あ
が
り
の
神
様
」に
よ
る
。

こ
の
短
編
集
は
主
に
家
族
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
お
り
、「
さ
か
あ
が
り

の
神
様
」
も
我
が
子
に
さ
か
あ
が
り
の
仕
方
を
教
え
る
父
親
の
話
で
あ
り
、
そ
の

中
で
も
父
親
が
自
分
の
子
供
時
代
を
回
想
し
て
い
る
シ
ー
ン
か
ら
出
題
し
た
。
こ

の
父
親
（
真
一
）
が
子
供
時
代
に
さ
か
あ
が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
際
の
不

思
議
な
体
験
を
中
心
に
物
語
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
真
一
の
心
情
を
「
神
様
」
と

の
や
り
取
り
を
通
じ
て
読
み
取
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

〔
問
題
１
〕 

解
答
例 

・
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と 

・
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と 

・
ミ
シ
ン
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と 

【
解
説
】 

こ
の
問
題
は
、「
小
さ
な
し
あ
わ
せ
」と
い
う
本
文
全
体
の
内
容
を
抽
象
的
に
ま

と
め
た
表
現
が
、
具
体
的
に
何
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
最
後
か
ら
二
行
目
（
四
句
目
）
の
「
こ
れ
ら
」
と
い
う
指

示
語
に
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。
さ
ら
に
こ
の
「
こ
れ
ら
」
は
同
じ
第
四
句
目
の

一
行
目
「
そ
ん
な
身
近
な
し
あ
わ
せ
」
と
い
う
表
現
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。「
そ

ん
な
」と
い
う
表
現
も
指
示
語
の
一
種
で
あ
る
た
め
、「
小
さ
な
し
あ
わ
せ
」と
は
、

第
四
句
目
よ
り
前
の
内
容
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
第
一
句
～

第
三
句
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
れ
ば
解
答
が
出
来
上
が
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ

で
重
要
な
の
は
本
文
解
説
に
も
記
し
た
反
復
法
の
手
法
で
あ
る
。
反
復
法
に
よ
っ

て
す
べ
て
の
句
を
同
じ
「
し
あ
わ
せ
」
と
い
う
語
で
締
め
く
く
っ
て
お
り
、
各
句

が
別
々
の
「
し
あ
わ
せ
」
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る

の
だ
。 

こ
う
し
た
詩
の
表
現
技
法
の
中
に
は
、
た
だ
語
感
を
整
え
る
だ
け
の
も
の
も
存

在
す
る
。
し
か
し
今
回
の
反
復
法
の
よ
う
に
、
詩
の
内
容
と
も
深
い
関
わ
り
を
持

ち
、
作
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
読
解
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る 

こ
と
が
少
な
く
な
い
。
他
に
も
体
言
止
め
や
倒
置
法
、
比
喩
法
な
ど
代
表
的
な
表

現
技
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
用
法
ま
で
一
通
り
押
さ
え
て
お
き
た
い
。 
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〔
問
題
２
〕

解
答
例

一
見
す
る
と
怖
い
大
人
の
男
に
お
び
え
る
気
持
ち
や
悔
し
さ
、
疲
れ
な
ど
を
こ
ら

え
て
、
何
度
も
繰
り
返
し
練
習
し
た
こ
と
で
、
初
め
て
さ
か
あ
が
り
に
成
功
し
、

最
終
的
に
は
男
の
掌
に
支
え
ら
れ
な
く
て
も
簡
単
に
さ
か
あ
が
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
。（
百
字
）

【
解
説
】

〔
問
題
１
〕
に
引
き
続
き
「
小
さ
な
し
あ
わ
せ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
問
題
で

あ
る
。〔
問
題
１
〕
で
は
〔
詩
〕
の
み
を
出
題
範
囲
と
し
て
設
定
し
た
が
、〔
問

題
２
〕
で
は
そ
れ
を
応
用
し
、〔
文
章
〕
の
内
容
と
絡
め
て
考
察
す
る
こ
と
を
要

求
し
た
。

〔
文
章
〕
で
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、「
さ
か
あ
が
り
」
に
挑
戦
す

る
少
年
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
当
然
「
小
さ
な
し
あ
わ
せ
」
も
さ
か
あ
が
り

に
成
功
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
物
語
文
の
読
解
に
お
い
て
は
主

人
公
の
成
長
や
変
化
に
注
目
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
主
人
公
で
あ

る
真
一
が
「
さ
か
あ
が
り
」
に
成
功
す
る
ま
で
の
過
程
に
注
目
し
、
ど
の
よ
う

な
努
力
や
経
験
を
し
た
上
で
「
さ
か
あ
が
り
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

を
ま
と
め
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

た
だ
し
、
そ
れ
を
百
字
以
内
で
ま
と
め
る
と
い
う
の
も
、
書
き
方
の
面
で
か

な
り
難
し
い
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
解
答
の
補
助
輪
と
し
て
解
答
の
仕

方
を
「
～
し
た
こ
と
で
、
・
・
・
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
」
と
い
う

形
に
指
定
し
た
。

あ
と
は
こ
の
形
式
に
沿
っ
て
、
真
一
が
「
男
」
と
出
会
い
、
繰
り
返
し
の
練
習

を
経
て
「
さ
か
あ
が
り
」
に
成
功
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
欲
し
い
。

〔
問
題
３
〕

解
答
例

解
答
省
略

【
解
説
】

非
常
に
書
く
べ
き
こ
と
が
わ
か
り
や
す
く
シ
ン
プ
ル
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
か

え
っ
て
難
し
い
部
分
や
注
意
す
べ
き
部
分
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
だ
ろ
う
か
。

出
題
の
仕
方
が
ば
く
然
と
し
て
い
る
時
ほ
ど
、
書
く
内
容
も
あ
い
ま
い
に
な
っ
た

り
、
感
情
的
に
な
り
す
ぎ
た
り
す
る
も
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
四
百
字
の
論
述
に

取
り
か
か
る
ま
え
に
、
丁
寧
に
メ
モ
を
取
り
、
内
容
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。「
小
さ
な
し
あ
わ
せ
」に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
必
要
な
内
容
な
の
か
ど
う

か
、
し
っ
か
り
と
考
え
、
情
報
を
取
捨
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

ま
た
、〔
問
題
２
〕
で
も
解
説
し
た
と
お
り
、
何
か
し
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
自
分

が
何
か
を
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
成
長
や
変
化
を
伝
え
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
そ
れ
自
体
だ
け
で
な
く
、
で
き
る
よ
う
に
な

る
前
の
自
分
や
、
努
力
・
工
夫
の
内
容
に
つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

る
作
文
こ
そ
が
、
自
然
と
評
価
も
高
く
な
る
の
だ
。
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１ 

〔問題１〕 

 

 

 

 

 

 





【解 説】 

 点Ｐ、Ｑ、Ｆを通る立方体の切り口を立方体の図に書き入れます。切り口の辺が、立方

体の頂点やどの辺の中点を通るのか１辺ずつ確認しながら線を引いていきます。 

〔問題２〕 

６個 
９０７．４６㎠ 

説明 
底面積は、 ３．４×３．４×３．１４ 
高さが２６ｃｍの円柱を片側２４ｃｍのところで切った立体なので、同じ立体を
２つつなげ、高さ５０ｃｍの円柱にして考えます。 
３．４×３．４×３．１４×(２４＋２６)÷２＝９０７．４６ 

【解 説】 

底面積は、３．４×３．４×３．１４ となります。 

高さが２６ｃｍの円柱を片側２４ｃｍのところで切った立体なので、同じ立体を２つつ

なげ、高さ５０ｃｍの円柱にして考えます。 

３．４×３．４×３．１４×(２４＋２５)÷２ 

＝３．４×３．４×(３．１４×５０)÷２ 

＝９０７．４６ 
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〔問題３〕 

３０ｃｍ
〔説明〕 
小さい箱の各辺がそれぞれ３ｃｍ、４ｃｍ、５ｃｍだから、３ｃｍと４ｃｍの

底面、３ｃｍと５ｃｍの底面、４ｃｍと５ｃｍの底面の３種類があり、その３種
類を底面とする立体をＡ、Ｂ、Ｃとおく。小さい箱が一番多く入る方法でつめこ
むと段ボールの上も横もすき間なく入ったのだから、Ａの３ｃｍと４ｃｍを底面
につめこんだことになる。 
このとき、小さい箱の高さは５ｃｍだから段ボールの高さを５の倍数で増やし、

考えていく。段ボールの高さが５ｃｍのとき、Ａが入る個数は１２個、Ｂが入る
個数は８個、Ｃが入る個数は６個となる。高さを１０ｃｍ、１５ｃｍ…と増やし
ていき、小さい箱が入る個数を考えると高さが３０ｃｍのとき、Ａが入る個数は
７２個、Ｂが入る個数は５６個、Ｃが入る個数は６０個となる。よって、ＡとＢ
の差が１６個となるときの段ボールの高さは３０ｃｍである。 

【解 説】 

小さい箱の各辺がそれぞれ３ｃｍ、４ｃｍ、５ｃｍなので、３ｃｍと４ｃｍの底面、

３ｃｍと５ｃｍの底面、４ｃｍと５ｃｍの底面の３種類があり、その３種類を底面とす

る立体をＡ、Ｂ、Ｃとおきます。小さい箱が一番多く入る方法でつめこむと段ボールの

上も横もすき間なく入ったのだから、Ａの３ｃｍと４ｃｍを底面につめこんだことにな

ります。 

このとき、小さい箱の高さは５ｃｍだから段ボールの高さを５の倍数で増やして考え 

ます。 

段ボールの高さ Ａの入る個数 Ｂの入る個数 Ｃの入る個数 差
５ｃｍ １２ ８ ６ ６
１０ｃｍ ２４ １６ １８ ８
１５ｃｍ ３６ ２４ ３０ １２
２０ｃｍ ４８ ４０ ３６ １２
２５ｃｍ ６０ ４８ ４８ １２
３０ｃｍ ７２ ５６ ６０ １６

段ボールの高さを増やしていくと差は増えていくので、一番多く入る方法と一番少

なく入る方法の差が１６個のとき、段ボールの高さは３０ｃｍとなります。 
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〔問題３〕

３０ｃｍ
〔説明〕
小さい箱の各辺がそれぞれ３ｃｍ、４ｃｍ、５ｃｍだから、３ｃｍと４ｃｍの

底面、３ｃｍと５ｃｍの底面、４ｃｍと５ｃｍの底面の３種類があり、その３種
類を底面とする立体をＡ、Ｂ、Ｃとおく。小さい箱が一番多く入る方法でつめこ
むと段ボールの上も横もすき間なく入ったのだから、Ａの３ｃｍと４ｃｍを底面
につめこんだことになる。
このとき、小さい箱の高さは５ｃｍだから段ボールの高さを５の倍数で増やし、

考えていく。段ボールの高さが５ｃｍのとき、Ａが入る個数は１２個、Ｂが入る
個数は８個、Ｃが入る個数は６個となる。高さを１０ｃｍ、１５ｃｍ…と増やし
ていき、小さい箱が入る個数を考えると高さが３０ｃｍのとき、Ａが入る個数は
７２個、Ｂが入る個数は５６個、Ｃが入る個数は６０個となる。よって、ＡとＢ
の差が１６個となるときの段ボールの高さは３０ｃｍである。

【解 説】

小さい箱の各辺がそれぞれ３ｃｍ、４ｃｍ、５ｃｍなので、３ｃｍと４ｃｍの底面、

３ｃｍと５ｃｍの底面、４ｃｍと５ｃｍの底面の３種類があり、その３種類を底面とす

る立体をＡ、Ｂ、Ｃとおきます。小さい箱が一番多く入る方法でつめこむと段ボールの

上も横もすき間なく入ったのだから、Ａの３ｃｍと４ｃｍを底面につめこんだことにな

ります。

このとき、小さい箱の高さは５ｃｍだから段ボールの高さを５の倍数で増やして考え

ます。

段ボールの高さ Ａの入る個数 Ｂの入る個数 Ｃの入る個数 差
５ｃｍ １２ ８ ６ ６
１０ｃｍ ２４ １６ １８ ８
１５ｃｍ ３６ ２４ ３０ １２
２０ｃｍ ４８ ４０ ３６ １２
２５ｃｍ ６０ ４８ ４８ １２
３０ｃｍ ７２ ５６ ６０ １６

段ボールの高さを増やしていくと差は増えていくので、一番多く入る方法と一番少

なく入る方法の差が１６個のとき、段ボールの高さは３０ｃｍとなります。

２ 

〔問題１〕 

＜別解＞ 
スウェーデン
スウェーデンは４か国のうち男性の育児と家事・育児関連の時間が最も長いが、これは

男女とも 80％以上の人が育児休業を取得していることとかかわりがあると考えられる。

しかし日本だけが男性の育児と家事・育児関連の時間が少なく、女性のそれらへの時間

が多い。そのため、女性が出産・育児を中心となって担うために仕事を辞める状況にな

っている。 

アメリカ
アメリカは育児休業期間も 12 週間と短く手当もないが、男性の育児と家事・育児関連

の時間はスウェーデンの次に長い。男女の合計の家事・育児関連の時間はほぼ日本と変

わらない。しかし日本だけが男性の育児と家事・育児関連の時間が少なく、女性のそれ

らへの時間が多い。そのため、女性が出産・育児を中心となって担うために仕事を辞め

る状況になっている。 

【解 説】 

下の表は図３を表にしたものです。男女合計の家事育児時間は各国とも大きな差はあ

りませんが、男女別にみると日本の男性のみ家事・育児の時間が短く、その分女性への

負担が増えていると考えられます。男性の育児休業取得率も１３．９７％（２０２１年

度）日本は高くないので、図１にあるように出産・育児の時期に女性は仕事をやめるこ

ととなります。 

女性 男性 
合計 

（分） 
育児の 

時間 

家事・育児 

関連時間 
女性計 

育児の 

時間 

家事・育児 

関連時間 
男性計 

日本 229 225 454 49 34 83 537 

フランス 232 117 349 40 110 150 499 

スウェーデン 199 130 329 67 134 201 530 

アメリカ 194 154 348 71 116 187 535 

選んだ国 フランス

〔説明〕 

フランスは４か国のうち男女の合計の育児と家事・育児関連の時間が最も少ない。男
性の 70％が育児休業を取得する上、育児休業を取らせない企業に対して罰金が科せ
られるなどの仕組みがある。しかし日本だけが男性の育児と家事・育児関連の時間が
少なく、女性のそれらへの時間が多い。そのため、女性が出産・育児を中心となって
担うために仕事を辞める状況になっている。
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〔問題２〕

男女の賃金の差の変化 

図４から、男性に比べ女性の方が最初から賃金は少ない一方で、男性の賃金は５９歳

まで増えていくことがわかる。また女性の賃金は２０代後半からほぼ横ばいであるの

に対し、男性の賃金は４０代から大きく伸び、５０代では男女の賃金の差は１０万円

以上あることがわかる。 

その変化が起こる理由 

女性の方が出産・育児などで仕事をやめることが多く、勤続年数が男性に比べて短く

なってしまうため、長くつとめたほうが賃金が上がっていく仕組みをとっている企業

が多い日本では、賃金が上がりにくくなる。また役職につくことで賃金は大きく上が

るが、役職につく女性の割合が男性と比較して少ないため、女性の賃金が上がりにく

くなる。 

【解 説】 

図４を見ると、男性の賃金は一般的な定年年齢である６０歳前まで賃金が上がってい

きますが、女性は大きな賃金の上昇はありません。そのため、男女の賃金差が年齢を追

うごとに大きくなっていきます。 

もともと日本では男女の雇用にはさまざまな差がありました。1985 年に成立した男

女雇用機会均等法以降、男女の雇用の差をなくす努力は続けられています。しかし、女

性の方が出産・育児などで仕事をやめたりすることが多いために、勤続年数が短くなり、

賃金が上がらない現状があります。役職につくことで賃金は上がりますが、その分責任

も増え、勤務時間も長くなることがあるため、役職につきたくてもつけない女性もいま

す。 
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図４を見ると、男性の賃金は一般的な定年年齢である６０歳前まで賃金が上がってい

きますが、女性は大きな賃金の上昇はありません。そのため、男女の賃金差が年齢を追

うごとに大きくなっていきます。

もともと日本では男女の雇用にはさまざまな差がありました。1985 年に成立した男

女雇用機会均等法以降、男女の雇用の差をなくす努力は続けられています。しかし、女

性の方が出産・育児などで仕事をやめたりすることが多いために、勤続年数が短くなり、
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３ 

〔問題１〕 

【解 説】 

(１) 

 先生の発言で「濃度と糖度は比例の関係にあります」といっている点を考慮して、表

１の１％食塩水や１０％砂糖水の値と比較して考えます。 

 ２ が「１％砂糖水」とすると、１％砂糖水の糖度１１．６→１０％砂糖水９．９

と減少してしまうことになり、不適切です。 ２ が「１０％食塩水」とすると、１％

食塩水の糖度１．２→１０％食塩水１１．６となり、濃度と糖度ともに１０倍程度の変

化となり、比例の関係になるので、こちらが適切です。 

(２) 

先生の発言から「糖酸比＝糖度÷酸度」であることを読みとり、ア～エの糖酸比を計

算します。さらに、表３と比べて「おいしい」か否かを判断します。 

トマトの糖度は表１の値をそのまま読みとって６．４です。

酸度に関しては読み替えが必要です。先生が「ちょうど１cm3加えると、果汁０．１％

と測れるように」アルカリ性の液体を作っている点や、太郎さんと花子さんの会話から、

「アルカリ性の液体を７cm3加えると、濃度は０．６～０．７％となる。端数は繰り上げ

て０．７％として考える」というルールを読みとって、酸度を決定します。表２から液

体アにアルカリ性の液体を７cm3加えているため、トマトの酸度は０．７です。 

解答例の〔理由〕の欄に記載のとおり、糖酸比を求めることができますので、表３と

（１）〔選んだもの〕

 １０％の食塩水 

〔理由〕 

濃度と糖度は比例の関係にあるので、１０％の食塩水は、１％の食塩水の糖度の１０

倍になると考えられる。 

（２）〔「おいしい」と感じるもの〕

みかん りんご 

〔理由〕 

糖酸比は、それぞれ以下の通りである。 

トマト         いちご   みかん  りんご 

6.4
0.7 = 9.1 10

0.8 = 12.5 11.2
0.4 = 28 14.2

0.4 = 35.5
これらのうち、おいしいとされる糖酸比の範囲内にあてはまるのは、 

みかんとりんごである。 
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照らし合わせて「おいしい」糖酸比となっているのは、糖酸比１２～３０にあてはまる

「みかん」と糖酸比３０～４０にあてはまる「りんご」となります。 

〔問題２〕 

（１） 

予想は正しくない。図３を見ると、あたえる水の量が少ないほうが、根が深く張っ

ている。また、表４を見ると、あたえる水の量が少ないほど、根の重さに対するくき

や葉の重さの比が小さくなっていることから、くきや葉に対して、根の量が多くなっ

ていることがわかる。 

（２）〔適している条件〕

Ｅ 

〔理由〕 

糖酸比９以上のトマトができるのはＤ・Ｅの条件である。このうち、収穫量が多い

のはＥのため、Ｅの条件が最適と考えられる。 

【解 説】 

(１) 

 実験３の結果のうち、ルートボックスを使った根の観察についてまとめた図３と表３

から考えます。 

図３は地中に張った根の様子をスケッチしているので、水やりの量が少ないほど、深

くまで根が張っていることがわかります。また、表４では水やりが少ないほど根の重さ

に対するくきや葉の重さの比が小さくなっていることが読みとれます。このことから、

水やりの量が少ないと、相対的にくきや葉の重さが小さい、すなわち根の量が多いこと

がわかります。 

以上から、水やりの量が少ないほど、根の張る範囲が深く広がり、根の重量も大きい

ため、太郎さんの予想は正しくないことがわかります。 

(２) 

文中に「今回は実験ですので、糖酸比９以上になれば上出来でしょう」という先生の

発言があるため、糖酸比９以上のトマトは「おいしい」として考えていきます。 

表５から、収穫量を読みとっていくと、Ａ～Ｄはひとつあたりの重さが２００ｇ前後、

Ｅ、Ｆは１６０ｇほど、Ｇは１３０ｇとかなり小玉になります。一方で、総重量で考え

ると、Ａ～Ｃ、Ｅは５ｋｇ以上の収穫があり、特にＥは最も総重量が高くなります。一

個あたりの重さではＡ～Ｄが良いように見えますが、総重量や収穫個数ではＥが勝って

いるといえます。 

一方で、表６では、水やりが少ないほど糖度が上がっている傾向が読みとれます。し

かしＦやＧでは酸度も大きく増しているため、糖酸比が低く出てしまっています。先生

の発言にある「糖酸比９以上」になっているものはＤ,Ｅの２つです。

以上から、「『おいしい』と考えられるトマトをたくさん収穫する」という条件にもっと

も合致するものはＥとなります。
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